
定例市長記者会見録 

日 時：7月 19 日(金) 午後 1時 30 分～2時 

場 所：本庁舎 6階 特別会議室 

出席者：一宮市 中野市長、福井副市長 

報道機関 中日新聞、読売新聞、毎日新聞 

本日の案件は三つです。 

1 番目は「『いち婚』を素敵な出会いのきっかけに♪～婚活イベントを開催～」について

です。 

市が実施する婚活イベントで、18 歳から 39 歳までの方を対象としています。全部で 3

回開催し、第一弾が 9 月の「バーベキューパーティ」、第二弾が 11 月の「謎解き&スイー

ツパーティ」、第三弾が 12 月の「クリスマスパーティ」で、各回、男女 20 名ずつの参加

を予定しています。参加費は一部自己負担となります。6 月の記者会見で「孫休暇の導入」

を紹介しましたが、市として少子化対策を考える上で、婚姻件数が 2019 年のコロナ禍前

で年間約 4,000 件だったのが、コロナ禍で 3,300 件まで落ち込み、その後戻っていません。

2023 年も年間の婚姻届出数が 3,300 件で、1~2 割程度減っている状況が続いています。

日本の場合、婚姻数が増えないと子どもも増えない傾向にありますので、コロナも落ち着

いてきたことから、上向きに持っていきたいとの思いでこの婚活イベントを企画しました。 

今回、事業を委託する RunLand㈱さんは、2023 年に愛知県が愛・地球博記念公園（モリ

コロパーク）で数百人規模の婚活イベントを開催した時の受託者ですので、上手に知見を

生かして成果につなげていただけたらと期待しています。 

2 番目は「イチカレ『能登のホントのところ ～能登半島地震被災地派遣職員との勉強会

～』を開催します」についてです。 

この「イチカレ」は平日の時間外に実施する職員向けの勉強会で、これまで 18 回実施

してきました。今回 19 回目の講師である山野之義さんは、2022 年まで石川県の金沢市長

を務められた方で、もともと大学を出てすぐにソフトバンクに就職されたこともあって、

現在、ソフトバンクの顧問をされています。今回の能登半島地震の際には、元々金沢市長

をされていたこともあり、自身がソフトバンクチームを率いて現地に入り、デジタルや情

報共有などの分野で支援をされました。その中で、うまくできたところとできなかったと

ころなどあったとのことですので、第１部の基調講演ではそうした話が聴けたらと思って

います。また被災地には、一宮市からも消防・救命や水道、被災家屋診断などの分野で、

多くの職員を派遣していますので、帰ってきた職員にもそれぞれ感じたことなどを話して

もらおうと、第 2 部はパネルディスカッションを行うことで準備を進めています。復興が

順調な部分とそうでない部分もあるようなので、一宮市として事前に力を入れておかなけ



ればいけない点などが見えてきたらいいなと期待しています。 

3 番目は「“えっ 仕事を休まなくていいの”～現況届をスマホで完結～」についてです。 

児童扶養手当の現況届を、今年度から電子申請でも受け付けます。児童扶養手当はひと
り親家庭に支給するもので、これまでは年 1 回、現況届を対面で提出する必要がありまし

たが、今年 1 月に厚生労働省からの通知で郵送やオンラインでも提出が可能となりました

ので、スピーディーな事務処理ができるよう電子申請を可能とします。他の自治体も郵送

や電子申請を検討しているという情報を得ていますが、一宮市としては、いち早く電子申

請を導入することを発表させていただきます。 

次に、議題にはありませんが、一宮七夕まつりが近づきましたので、改めて PR させて

いただきます。7 月 25 日（木）から 28 日（日）までの開催に向け、現在、会場となる商

店街などへの飾り付けが始まっています。 

いくつか見どころを紹介します。10 月から順次全国で公開予定の映画「BISHU ～世界で

いちばん優しい服～」のトークショーを、28 日（日）に i-ビル 7 階シビックホールで開

催します。主演の服部樹咲さんと岡崎沙耶さんを招いたトークショーで、定員 300 名のと

ころ、おかげさまで倍の 600 人程の応募がありました。抽選で当選された方には通知をし

ているところです。 

次に、27 日（土）に開催される世界的ダンサー・ケントモリさんによるダンスワークシ

ョップです。こちらはまだ申し込み受け付け中で、21 日（日）まで電子申請で受け付けて

います。 

他にも、能登の物産展の開催を予定しています。27 日（土）・28 日（日）の 2 日間、災

害復興支援ということで、名鉄一宮駅のコンコースで能登の物産展を行います。特産品を

買って被災地を応援しようということで、10 ブースを用意しています。皆さん是非ご協力

いただけたらと思います。 

また、追加行事で㈱東海理化さんからご協賛いただき、七夕まつり期間中に i-ビル 1 階

コンコースの七夕まつり駅前案内所の一角で、車いすテニスプレイヤーの小田凱人選手の

パネル展示を予定しています。 

最後に七夕まつりの国際化です。七夕まつり期間中、外国人のお客様に対して通訳案内

や会場内の英語放送を実施します。ご協力いただける方を募集したところ、当初は 10 名

程度の応募があればいいなと思っていましたが、実際は 70 名以上もの応募がありました。

ありがたく思うとともに、皆さまのやる気を生かしていきたいと思います。七夕まつりも

国際化に向けて進みだせればと期待しています。 

以上、本日の説明でございます。 



質疑応答 
■「いち婚」を素敵な出会いのきっかけに♪ ～婚活イベントを開催～ 

（記者）過去にも実施しているイベントですか？ 
（市長）2016 年から 3年間は「いち恋」というタイトルで事業を実施してきました。コロ

ナ期間中も、毎年開催している青年文化教室の中に婚活に役立つ講座を盛り込むと
いう形でやってきました。 

（記者）他の自治体も婚活支援をやっていますが、一宮市として何か取り組もうという考
えはあるのでしょうか？ 

（市長）一宮七夕まつりもコロナ前と同じように開催できるようになりましたので、男女
の出会いの場が世の中に増えたらいいなと思います。まずは婚活イベントの復活と
して、「いち婚」ということで、小規模ですがやらせていただきます。 

■イチカレ 
 「能登のホントのところ～能登半島地震被災地派遣職員との勉強会～」を開催します

（記者）参加者は職員だけですか？  
（市長）基本的には職員の勉強会ですが、毎回テーマによって参加対象者を広く設定して

います。市議会議員の他に、今回は、一宮防災会議の委員である公益事業者さん、

警察署さん、医師会さん、歯科医師会さんなど関係団体の方にもお声掛けさせてい

ただいています。

（記者）市民の皆さんは参加できますか？
（市長）会場のスペースにも限りがありますので、お声掛けした関係団体に限定させてい

ただきます。 

■“えっ 仕事を休まなくていいの” ～現況届をスマホで完結～ 

（記者）近隣の自治体で、すでに現況届のオンライン手続きを導入しているところはあり
ますか？ 

（市長）まだありません。厚生労働省が今年 1 月にオンラインでの手続きも可能との通知
を出していますので、これから増えていくのではないでしょうか。 
市内のひとり親世帯の方で児童扶養手当を受けてらっしゃる方は約 2,500 名です。
現況届の提出期間は 8 月 1 日から 31 日までで、これまでは平日の昼間に市役所に
来てもらわなければいけませんでしたが、一宮市では今年からオンラインで完結で
きるようになります。 

（記者）はがきを受け取った方が、スマホで簡単に手続きができるということですか？ 
（市長）はい。案内はがきに印刷された二次元コードを読み取って、オンラインで現況届

の提出ができるようになります。 
（記者）オンライン導入の狙いは何ですか？ 



（市長）ひとり親家庭の皆さんの負担軽減です。これまでは、平日に有給休暇を取ったり、
お盆休みに合わせたりして、市役所の窓口に来ていただく必要がありました。機械
でできることは機械でということで、今年度からスマホで手続きができるようにし
ます。 

■その他 
第 69 回おりもの感謝祭 一宮七夕まつりについて 

・能登の物産展

（記者）能登の物産展の主催はどこですか？ 
（市長）おりもの感謝祭一宮七夕まつり協進会です。輪島市から 8 店舗、珠洲市から 2 店

舗が名鉄一宮駅コンコースに出店していただけることになりました。 
（記者）出店期間は、一宮七夕まつりの全期間中ですか？ 
（市長）7 月 27 日（土）と 28 日（日）の 2 日間です。輪島の朝市に出店している皆さん

に能登半島からお越しいただき、地酒、地ビール、ワイン、海産物などを販売して
いただく予定です。 

・「通訳案内学生ボランティア」と「英語放送アナウンサー」 

（記者）通訳のボランティアは、初めての取り組みですか？ 
（市長）はい、そうです。昨年、アメリカ合衆国女子シッティングバレーボール代表選手

をお迎えした際に、一宮七夕まつりを英語でプレゼンテーションしましょうという
企画があり、中学生が参加してくれました。今年も何か国際色のあるもので盛り上
げたいということでこの企画を出したところ、ありがたいことに大勢の応募があり
ました。 

（記者）通訳案内と英語放送アナウンサーは別ですか？ 
（市長）別です。
（職員）通訳案内は、駅前案内所で案内をします。アナウンサーは、オリナス一宮の 1 階

で随時放送をします。 
（記者）高校生も参加するということですが、市内の高校生ですか？ 
（職員）市内に在住または在学の高校生です。 
（市長）ぜひ若者のチャレンジを応援してもらいたいです。


